
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
庁
の
文
書
提
出
義
務
と
そ
の
審
理

│
│
行
政
裁
判
所
法
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
中
心
と
し
て
│
│

春

日

偉

知

郎

一

は
じ
め
に

二

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
に
お
け
る
文
書
提
出
義
務
の
規
律
│
│
民
事
訴
訟
法
と
の
比
較
を
交
え
て

三

行
政
庁
が
所
持
す
る
文
書
の
提
出
義
務
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
九
九
条
第
一
項
）

四

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
形
成
と
展
開
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
九
九
条
第
二
項
）

五

む
す
び
に
代
え
て

一

は
じ
め
に

⑴

行
政
庁
が
所
持
す
る
文
書
に
は
、
そ
の
開
示
要
求
に
対
し
て
、
秘
匿
す
べ
き
法
的
利
益
の
存
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
場
合
が
多
々
あ
る
。
行
政
庁
は
、
み
ず
か
ら
の
活
動
の
た
め
に
、
そ
の
包
括
的
な
権
限
を
バ
ッ
ク
と
し
て
、
多
種
多
様
な

情
報
を
収
集
・
保
存
し
て
い
る
が
、
ま
た
同
時
に
、
そ
う
し
た
情
報
に
対
す
る
一
般
市
民
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
も
行
政
庁

の
役
割
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
誰
も
が
疑
わ
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
行
政
庁
が
非
開
示
と
し
て
い
る
情
報
の
取
扱
い
を
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め
ぐ
っ
て
は
、
そ
の
質
・
量
を
反
映
し
て
、
開
示
と
秘
匿
と
の
緊
張
関
係
の
な
か
で
肌
理
細
か
な
判
断
を
通
じ
て
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
情
報
の
開
示
と
保
護
を
め
ぐ
る
問
題
が
も
っ
と
も
顕
在
化
す
る
の
は
、
国
や
行
政
庁
が
訴
訟
の
相
手

方
ま
た
は
利
害
関
係
人
と
な
る
場
面
で
あ
り
、
も
と
よ
り
わ
が
国
の
民
訴
法
も
、
平
成
一
三
年
改
正
に
よ
り
、
情
報
公
開
法
を
踏
ま

え
て
、
公
務
文
書
に
つ
い
て
提
出
義
務
の
一
般
義
務
化
を
図
る
と
と
も
に
、
提
出
義
務
の
除
外
事
由
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑵

も
ち
ろ
ん
、
同
様
の
問
題
が
他
国
に
お
い
て
も
等
し
く
存
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
現
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て

も
、
基
本
的
な
考
え
方
や
開
示
・
保
護
の
方
法
に
つ
い
て
、
細
か
な
点
で
異
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
共
通
す
る
面
も
多
い
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
特
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
庁
を
被
告
と
す
る
行
政
訴
訟
は
、
通
常
裁
判
所
と
は
異
な
る
行
政
裁
判
所
が
民
事
訴
訟

法
と
は
別
個
の
行
政
裁
判
所
法
を
適
用
し
て
審
判
す
る
と
い
う
点
で
、
民
事
事
件
を
管
轄
す
る
裁
判
所
が
民
訴
法
を
包
括
的
に
準
用

し
て
（
行
訴
七
条
）
審
判
す
る
わ
が
国
と
は
著
し
く
相
違
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
や

行
政
庁
が
非
開
示
と
し
て
所
持
す
る
文
書
を
め
ぐ
っ
て
、
訴
訟
に
お
け
る
他
方
当
事
者
の
開
示
要
求
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
ど
の
よ

う
に
対
処
す
べ
き
か
、
つ
ま
り
開
示
か
保
護
か
と
い
う
問
題
が
絶
え
ず
激
し
く
争
わ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
に
対
処
す
る
具
体
的
な
方
法

が
模
索
さ
れ
て
き
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
面
が
多
い
と
い
え
る
。

⑶

本
稿
は
、
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
に
お
け
る
文
書
提
出
義
務
と
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
規
定
を
中

心
に
し
て
、
紹
介
と
若
干
の
分
析
を
試
み
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
示
唆
を
得
る
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
す
で
に
別
稿

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
庁
の
文
書
提
出
義
務
と
そ
の
周
辺
問
題
│
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
を

中
心
と
し
て

（
一
九
九
七
年
）
を
公
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
ド
イ
ツ
で
も
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
導
入
等
、
情
況
の
変
化
が
著
し
い
。

そ
の
た
め
、
最
近
の
様
相
を
改
め
て
眺
め
、
彼
我
の
法
制
度
の
比
較
を
介
し
て
問
題
解
決
に
い
さ
さ
か
で
も
寄
与
し
た
い
と
考
え
る
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次
第
で
あ
る
。

本
年
三
月
に
め
で
た
く
定
年
退
職
を
迎
え
ら
れ
る
坂
原
正
夫
教
授
は
、
ド
イ
ツ
民
訴
法
理
論
を
基
礎
に
し
た
既
判
力
理
論
や
訴
訟

終
了
宣
言
の
ご
研
究
を
発
展
さ
せ
て
こ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
顰
み
に
倣
っ
て
、
筆
者
も
拙
い
な
が
ら
も
ド
イ
ツ
法
上
の
理
論
の
一
端

に
つ
い
て
紹
介
を
試
み
よ
う
と
す
る
次
第
で
あ
る
。
六
年
間
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
込
め
て
、
本
稿
を
捧
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
1
）

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
公
務
文
書
の
提
出
義
務
お
よ
び
そ
の
範
囲
は
、
情
報
公
開
法
（
平
成
一
一
年
法
律
第
四
二
号
・
平
成
一
三
年

四
月
一
日
施
行
）
と
の
関
連
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
っ
た
た
め
、
同
法
を
踏
ま
え
て
、
平
成
一
三
年
の
民
訴
法
改
正
に
よ

っ
て
、
二
二
〇
条
四
号
に
お
い
て
公
務
文
書
の
文
書
提
出
義
務
を
一
般
義
務
化
し
た
上
で
、
新
た
に
除
外
文
書
と
し
て
公
務
秘
密
文
書

（
同
号
ロ
）
と
刑
事
事
件
関
係
書
類
（
同
号
ホ
）
を
加
え
て
、
後
者
（
同
号
ホ
）
を
除
い
た
四
号
に
掲
げ
る
文
書
に
つ
い
て
イ
ン
カ
メ
ラ

審
理
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
。
深
山
卓
也
ほ
か

民
事
訴
訟
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
概
要
（
上
）（
下
）

ジ
ュ
リ
ス
ト
一

二
〇
九
号
一
〇
二
頁
以
下
、
同
一
二
一
〇
号
一
七
三
頁
以
下
（
平
成
一
三
年
）
の
ほ
か
、
中
野
貞
一
郎
ほ
か

新
民
事
訴
訟
法
講
義
［
第

二
版
補
訂
二
版
］
（
二
〇
〇
八
年
・
有
斐
閣
）
三
四
〇
頁
以
下
（
春
日
）
等
参
照
。
ま
た
、
最
近
の
詳
し
い
分
析
に
つ
い
て
は
、
長
谷
部

由
起
子

公
務
秘
密
文
書
の
要
件

青
山
善
充
先
生
古
稀
記
念

民
事
手
続
法
の
新
た
な
地
平

（
二
〇
〇
九
年
・
有
斐
閣
）
三
三
五
頁

以
下
等
参
照
。

（
2
）

春
日
偉
知
郎

民
事
証
拠
法
論

（
二
〇
〇
九
年
・
商
事
法
務
）
一
九
九
頁
以
下
。

（
3
）

坂
原
正
夫

民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
既
判
力
の
研
究

（
一
九
九
三
年
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
）、
同

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法

に
お
け
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
⑴
～
⑷
完

法
学
研
究
八
一
巻
七
～
一
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
）。
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二

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
に
お
け
る
文
書
提
出
義
務
の
規
律
│
│
民
事
訴
訟
法
と
の
比
較
を
交
え
て

⑴

ド
イ
ツ
の
司
法
は
、
わ
が
国
と
は
異
な
り
、
行
政
事
件
は
行
政
裁
判
権
に
、
民
事
事
件
（
刑
事
事
件
も
）
は
通
常
裁
判
権
に

服
し
て
お
り
、
こ
の
他
に
、
労
働
裁
判
権
、
社
会
裁
判
権
お
よ
び
財
政
裁
判
権
を
含
む
五
系
列
の
裁
判
権
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
審
お
よ
び
控
訴
審
に
つ
い
て
は
州
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
が
、
上
告
審
に
つ
い
て
は
連
邦
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有

し
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
、
基
本
法
上
の
問
題
が
関
係
す
る
場
合
に
は
、
さ
ら
に
憲
法
異
議
の
訴
え
を
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
（
基
本
法
九
三
条
）。

本
稿
の
主
た
る
対
象
で
あ
る
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
は
職
権
探
知
主
義
が
妥
当
し
て
い
る
が
（
行
政
裁
判
所
法
八
六
条
（
以
下
で
は

条
文
の
み
で
示
す
））、
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
は
、
行
政
裁
判
所
法
に
特
則
が
な
い
限
り
、
基
本
的
に
民
訴
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る

（
九
八
条
）。
重
要
な
特
則
と
し
て
は
、
九
九
条
（
行
政
庁
に
よ
る
記
録
の
提
出
お
よ
び
情
報
の
提
供
）
お
よ
び
一
〇
〇
条
（
記
録
の
閲

覧
）
が
あ
り
、
本
稿
に
直
接
関
係
す
る
の
は
前
者
で
あ
る
（
後
掲
訳
参
照
）。

⑵

民
事
訴
訟
に
お
け
る
文
書
提
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
民
訴
法
四
二
一
条
か
ら
四
二
三
条
ま
で
の
規
定
が
あ
る
ほ
か
、
二
〇
〇

一
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
同
一
四
二
条
お
よ
び
一
四
四
条
の
内
容
が
一
新
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
民
事
訴
訟
で
は
文
書
提
出
義
務
は

依
然
と
し
て
限
定
的
義
務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
裁
判
所
は
、
一
定
の
要
件
の
下
で
、
当
事
者
の
申
立
て
が
な
く
て
も
、
係
争
事
実
を

解
明
す
る
権
限
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
弁
論
主
義
を
前
提
と
し
つ
つ
、
職
権
証
拠
調
べ
に
関
す
る
裁
判
所
の
権
限
の
拡
大
が
図
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
民
事
訴
訟
に
お
い
て
は
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
が
な
い
点
で
、
行
政
訴
訟
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。

他
方
の
行
政
訴
訟
で
は
、
文
書
提
出
義
務
に
関
す
る
民
訴
法
四
二
一
条
か
ら
四
二
三
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
前

記
の
九
九
条
の
特
則
に
よ
っ
て
、
事
案
の
包
括
的
な
解
明
を
目
的
と
し
て
、
行
政
庁
の
文
書
提
出
義
務
の
範
囲
が
著
し
く
拡
大
さ
れ

て
い
る
（
一
項
）。
ま
た
、
関
連
し
て
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
関
し
て
も
詳
細
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
二
項
、
特
に
九
文
か
ら
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一
一
文
）。

⑶

そ
こ
で
、
ま
ず
は
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
を
訳
出
し
た
上
で
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
眺
め
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

行
政
裁
判
所
法
第
九
九
条
［
行
政
庁
に
よ
る
記
録
の
提
出
お
よ
び
情
報
の
提
供
］

①

行
政
庁
は
、
文
書
又
は
記
録
の
提
出
、
電
子
文
書
の
送
付
及
び
情
報
の
提
供
を
行
う
義
務
を
負
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
、
記
録
、
電
子
文

書
又
は
情
報
の
内
容
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
又
は
州
の
安
全
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
又
は
当
該
事
実
が
法

律
に
よ
り
若
し
く
は
そ
の
性
質
上
秘
密
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
最
上
級
監
督
官
庁
は
、
文
書
又
は
記
録
の
提
出
、
電
子

文
書
の
送
付
及
び
情
報
の
提
供
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

関
係
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
上
級
行
政
裁
判
所
は
、
口
頭
弁
論
を
経
ず
に
決
定
に
よ
り
、
文
書
若
し
く
は
記
録
の
提
出
、
電
子
文
書

の
送
付
、
又
は
情
報
の
提
供
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
適
法
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
確
定
す
る
（
第
1
文
│
筆
者
（
以
下
同
じ
））。
最
上
級

連
邦
官
庁
が
、
文
書
、
記
録
、
電
子
文
書
又
は
情
報
の
内
容
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
連
邦
の
安
全
に
不
利
益
を
も
た
ら
お
そ
れ
が
あ

る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
提
出
、
送
付
又
は
提
供
を
拒
絶
す
る
場
合
に
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
裁
判
す
る
（
第
2
文
前
段
）。
連
邦
行

政
裁
判
所
が
第
五
〇
条
に
よ
り
本
案
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
場
合
も
、
同
様
と
す
る
（
第
2
文
後
段
）。
関
係
者
の
申
立
て
は
、
本

案
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
3
文
）。
本
案
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
は
、
申
立
て

及
び
本
案
の
記
録
を
、
第
一
八
九
条
に
よ
り
管
轄
権
を
有
す
る
合
議
体
（Spr

u
c
h
k
o
¨
rp

er

）
に
引
き
渡
す
こ
と
と
す
る
（
第
4
文
）。

最
上
級
監
督
官
庁
は
、
管
轄
権
を
有
す
る
合
議
体
の
求
め
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
第
二
文
に
よ
り
拒
絶
し
た
文
書
又
は
記
録
を
提
出
し
、

電
子
文
書
を
送
付
し
、
又
は
拒
絶
し
た
情
報
の
提
供
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
5
文
）。
最
上
級
監
督
官
庁
は
、
こ
の
手
続
（
二
項

一
文
に
よ
る
拒
絶
の
適
法
性
を
確
定
す
る
手
続
│
引
用
者
）
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
6
文
）。
こ
の
手
続
は
、
実
体
的
秘
密

を
保
護
す
る
諸
規
定
に
従
う
も
の
と
す
る
（
第
7
文
）。
実
体
的
秘
密
を
保
護
す
る
諸
規
定
を
遵
守
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
又
は

監
督
官
庁
が
、
秘
密
保
持
若
し
く
は
秘
密
保
護
の
特
別
の
理
由
か
ら
、
裁
判
所
に
対
し
て
文
書
若
し
く
は
記
録
の
引
渡
し
又
は
電
子
文
書

の
送
付
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
主
張
し
た
場
合
に
は
、
第
五
文
に
よ
る
提
出
又
は
送
付
は
、
最
上
級
監
督
官
庁
が
指
定
し
た
場
所
に
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お
い
て
裁
判
所
に
委
ね
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
と
す
る
（
第
8
文
（
以
下
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
│
引
用
者
））。
第
五
文
に
よ
り
提
出
さ
れ

た
記
録
若
し
く
は
電
子
文
書
、
及
び
第
八
文
に
よ
り
主
張
さ
れ
た
特
別
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
第
一
〇
〇
条
は
適
用
さ
れ
な
い
（
第
9

文
）。
裁
判
所
の
構
成
員
は
、
秘
密
保
持
義
務
を
負
う
。
裁
判
の
理
由
は
、
秘
密
保
持
を
必
要
と
す
る
文
書
、
記
録
、
電
子
文
書
及
び
情

報
に
つ
い
て
そ
の
種
類
及
び
内
容
を
認
識
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
（
第
10
文
）。
裁
判
官
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、

人
的
な
秘
密
保
護
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
（
第
11
文
）。
連
邦
行
政
裁
判
所
が
裁
判
し
て
い
な
い
限
り
、
決
定
に
対
し
て
独
立
し
て
抗
告

に
よ
り
不
服
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
12
文
）。
上
級
行
政
裁
判
所
の
決
定
に
対
す
る
抗
告
に
つ
い
て
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所

が
裁
判
す
る
（
第
13
文
）。
抗
告
手
続
に
つ
い
て
は
、
第
四
文
か
ら
第
一
一
文
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
（
第
14
文
）。

⑷

な
お
、
九
九
条
に
関
連
し
て
、
一
八
九
条
お
よ
び
一
〇
〇
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

行
政
裁
判
所
法
第
一

九
条
［
専
門
部
（Fac
h
se

n
at

）］

第
九
九
条
第
二
項
に
よ
り
行
わ
れ
る
裁
判
に
つ
い
て
は
、
上
級
行
政
裁
判
所
及
び
連
邦
行
政
裁
判
所
に
お
い
て
専
門
部
を
構
成
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
裁
判
所
法
第
一
〇
〇
条
［
記
録
の
閲
覧
］

①

関
係
者
は
、
裁
判
記
録
及
び
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
た
記
録
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

省
略
。

③

判
決
、
決
定
及
び
命
令
の
起
案
、
こ
れ
ら
の
準
備
の
た
め
の
作
業
（
資
料
）
並
び
に
評
決
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
及
び

第
二
項
に
よ
る
記
録
の
閲
覧
は
、
認
め
ら
れ
な
い
。

（
1
）

行
政
裁
判
所
法
第
八
六
条
［
職
権
探
知
主
義
等
］

①

裁
判
所
は
、
事
実
関
係
を
職
権
で
探
知
す
る
。
そ
の
際
に
、
関
係
者
を
呼
び
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
、
関
係
者
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の
主
張
及
び
証
拠
申
出
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

②
～
⑤

省
略
。

（
2
）

行
政
裁
判
所
法
第
九
八
条
［
証
拠
調
べ
］

本
法
律
に
異
な
る
規
定
が
な
い
限
り
、
証
拠
調
べ
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
三
五
八
条
か
ら
第
四
四
四
条
ま
で
の
規
定
及

び
第
四
五
〇
条
か
ら
第
四
九
四
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。

（
3
）

デ
ィ
ー
タ
ー
・
ラ
イ
ポ
ル
ト
（
三
上
威
彦
訳
）

民
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
と
違
法
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
方
法
の
取
扱
い
│
ド
イ
ツ

法
に
お
け
る
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
│

法
学
研
究
八
〇
巻
一
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
七
一
頁
以
下
。

三

行
政
庁
が
所
持
す
る
文
書
の
提
出
義
務
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
九
九
条
第
一
項
）

先
に
訳
出
し
た
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
は
、
内
容
的
に
み
る
と
、
第
一
項
に
お
い
て
提
出
義
務
と
そ
の
判
断
基
準
を
、
ま
た
、
第

二
項
に
お
い
て
提
出
義
務
の
判
断
手
続
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
前
者
の
内
容
か
ら
み
て
み
よ
う
。
な
お
、
以
下
の
記

述
は
、
代
表
的
な
コ
メ
ン
タ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
り
、
叙
述
が
簡
明
な
ア
イ
ヤ
ー
マ
ン
・
フ
レ
ー
ラ
ー
編

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
コ

メ
ン
タ
ー
ル

（
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

⑴

包
括
的
な
提
出
義
務

行
政
裁
判
所
法
九
九
条
は
、
訴
訟
関
係
者
に
対
し
て
、
事
実
関
係
の
包
括
的
な
解
明
の
た
め
に
、
同
法
一
〇
〇
条
と
連
携
し
て
、

訴
訟
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
事
実
を
知
り
、
こ
れ
を
訴
訟
に
提
出
す
る
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
行
政
庁
の
文
書
提
出
義
務
を
規
定
す

る
と
と
も
に
、
他
方
で
、
刑
事
訴
訟
法
九
六
条
に
準
拠
し
て
、
よ
り
価
値
の
高
い
公
共
の
財
貨
や
権
利
、
と
り
わ
け
第
三
者
の
基
本

権
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
例
外
を
定
め
て
い
る
。
同
条
の
義
務
は
、
包
括
的
な
義
務
で
あ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
行
政
庁
に
対
し
て
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（
外
国
に
所
在
す
る
ド
イ
ツ
の
代
表
に
も
）
仮
処
分
を
含
む
す
べ
て
の
手
続
（
法
令
審
査
手
続
に
も
）
お
よ
び
す
べ
て
の
審
級
に
お
い
て

適
用
さ
れ
る
。

行
政
庁
が
所
持
す
る
文
書
の
提
出
は
、
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
、
関
係
者
が
文
書
の
入
手
を
求
め
る
こ
と
の
み

に
よ
っ
て
行
政
庁
に
提
出
義
務
が
生
ず
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
文
書
提
出
義
務
は
、
行
政
裁
判
所
が
証
拠
決
定
ま
た
は
釈

明
処
分
に
お
い
て
命
じ
た
あ
ら
ゆ
る
書
類
に
つ
い
て
生
ず
る
。
行
政
庁
は
、
裁
判
所
が
当
該
文
書
や
情
報
を
必
要
と
す
る
か
否
か
、

そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
実
が
裁
判
に
重
要
な
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
原
則
と
し
て
審
査
で
き
ず
、
も
っ
ぱ
ら
裁
判
所
が
判
断
す

る
。
た
だ
し
、
例
外
と
し
て
、
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
ま
た
は
本
案
が
解
決
済
み
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
提
出
要
求
が
明
ら
か
に
不

必
要
で
あ
る
場
合
は
除
か
れ
る
。
当
該
文
書
の
訴
訟
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
文
書
の
内
容
に
即
し
て
判
断
さ
れ
、
ま
た
、
行
政

庁
は
、
拒
絶
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
文
書
を
記
録
綴
り
か
ら
分
離
し
て
は
な
ら
な
い
。
法
定
の
拒
絶
事
由
が
存
す
る
か
否

か
に
関
し
て
だ
け
、
九
九
条
一
項
二
文
に
よ
る
手
続
が
行
わ
れ
る
。

行
政
庁
の
内
部
的
な
覚
書
（inter
n
er

V
er

m
er
k

）、
草
稿
お
よ
び
準
備
の
た
め
の
所
見
に
つ
い
て
も
提
出
義
務
が
あ
り
、
裁
判

の
起
案
等
に
つ
い
て
は
閲
覧
権
が
な
い
と
す
る
行
政
裁
判
所
法
一
〇
〇
条
三
項
は
、
適
用
ま
た
は
類
推
適
用
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、

係
属
し
て
い
る
訴
訟
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
書
面
（
訴
訟
準
備
書
面
）
に
つ
い
て
は
提
出
義
務
を
負
わ
な
い
。
行
政
庁
は
、
訴
訟
戦

略
を
開
示
す
る
義
務
を
裁
判
所
に
も
相
手
方
に
も
負
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
文
書
の
提
出
の
た
め
の
期
間
を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
こ
の
期
間
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
制
裁
を
科
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
強
制
手
段
は
な
く
、
裁
判

所
費
用
法
三
八
条
に
よ
る
遅
延
手
数
料
を
課
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
裁
判
所
は
、
提
出
義
務
を
負
っ
て
い
る
行
政
庁
に
対
し
て
、
義

務
の
履
行
の
嘱
託
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
不
提
出
に
対
し
て
は
、
そ
の
行
政
庁
が
属
す
る
行
政
主
体
に
不
利
な
評
価
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
さ
ら
に
、
行
政
庁
が
命
じ
た
行
政
処
分
が
訴
訟
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
行
政
庁
が
行
政
裁
判
所
の
手
続
に
参
加
し

た
場
合
に
、
行
政
庁
が
提
出
義
務
の
あ
る
文
書
を
提
出
し
な
い
場
合
に
は
、
八
七
条

b
に
従
い
時
機
に
後
れ
た
提
出
の
却
下
が
働
く
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場
合
も
あ
る
。

⑵

提
出
除
外
文
書

他
方
、
以
下
に
示
す
拒
絶
事
由
が
存
す
る
例
外
的
な
場
合
に
限
り
、
こ
う
し
た
提
出
義
務
は
生
じ
な
い
。
こ
の
拒
絶
事
由
は
法
律

に
よ
り
限
定
列
挙
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
て
お
り
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
二
文
は
、
①
連
邦
又
は
州
の
安
全
に
対
し
て

不
利
益
を
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
、
②
法
律
に
よ
り
秘
密
保
持
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
、
③
当
該
事
実
の
性
質
上
秘
密
保
持

を
必
要
と
す
る
場
合
、
の
三
つ
を
定
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
同
条
一
項
二
文
は
、
行
政
庁
に
対
し
て
提
出
の
禁
止
を
命
ず
る
趣
旨

で
は
な
く
、
裁
量
に
よ
っ
て
あ
ら
ゆ
る
事
情
を
考
慮
し
て
、
秘
密
保
護
を
後
退
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
す
る
趣
旨
の
規
定
で

あ
る
。
以
下
、
三
つ
を
順
に
説
明
す
る
。

①
は
、
連
邦
や
州
の
本
質
的
な
利
益
が
か
か
わ
り
、
国
家
や
そ
の
重
要
部
分
の
存
立
や
機
能
に
つ
い
て
不
利
益
を
生
ず
る
場
合
で

あ
る
。
例
え
ば
、
連
邦
や
州
の
国
内
外
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
た
り
、
外
国
ま
た
は
国
際
組
織
と
の
友
好
関
係
が
そ
こ
な
わ
れ
た
り
、

公
の
秩
序
ま
た
は
安
全
が
攪
乱
さ
れ
る
場
合
が
典
型
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
の
提
出
等
に
よ
り
治
安
当
局
お
よ
び
治
安
当
局
と
他
の

当
局
と
の
協
力
関
係
を
含
む
職
務
の
遂
行
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、
人
々
の
生
命
、
健
康
ま
た
は
自
由
を
危
険
に
陥
れ
る
で
あ
ろ
う

場
合
も
含
ま
れ
る
。
国
家
財
政
上
の
利
益
に
関
し
て
は
、
公
的
金
融
市
場
を
著
し
く
動
揺
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
程
度
に
重
大
な
も
の

を
除
き
、
原
則
と
し
て
①
に
該
当
し
な
い
。
ち
な
み
に
、
不
利
益
は
、
そ
の
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
発
生

が
高
度
な
蓋
然
性
を
も
っ
て
予
期
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。

②
は
、
法
律
に
よ
り
明
示
的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
、
一
般
的
な
公
務
員
の
守
秘
義
務
に
属
す
る
文
書
で
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
具
体
的
に
は
、
裁
判
官
の
合
議
の
秘
密
（
ド
イ
ツ
裁
判
官
法
四
三
条
）
や
税
務
秘
密
（
公
課
法
三
〇
条
）

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
証
言
の
承
認
拒
否
の
要
件
が
備
わ
る
場
合
な
ど
も
こ
れ
に
当
た
り
、
こ
う
し
た
結
論
は
、
連
邦
公
務
員
法
の
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実
体
法
上
の
要
件
お
よ
び
手
続
要
件
（
六
二
条
参
照
）
と
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
二
文
お
よ
び
二
項
と
の
対
比
か
ら
導
か
れ
る

も
の
で
あ
る
。

③
の
解
釈
に
際
し
て
は
、
厳
格
な
基
準
が
適
用
さ
れ
る
。
提
出
拒
絶
に
よ
っ
て
生
ず
る
裁
判
所
の
法
発
見
の
制
限
を
正
当
化
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
官
の
法
発
見
の
価
値
は
、
憲
法
上
の
中
核
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
文
書
の

提
出
拒
絶
を
正
当
化
す
る
価
値
よ
り
も
劣
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
提
出
に
よ
っ
て
個
人
や
国
民
の

重
要
な
利
益
に
対
し
て
重
大
な
ま
た
は
著
し
い
不
利
益
を
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
提
出
を
拒
絶
で
き
な
い
。

公
務
員
の
人
物
考
課
書
類
（Perso

n
ala

kte

）、
例
え
ば
勤
務
評
価
に
関
す
る
文
書
や
懲
戒
処
分
に
関
す
る
報
告
書
な
ど
、
特
に

個
人
的
な
関
連
性
の
あ
る
記
録
が
、
基
本
的
に
そ
の
性
質
上
秘
密
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
当
た
る
。
個
別
事
例
に
お
い
て
、
裁
判
に

お
け
る
真
実
発
見
を
重
視
し
て
文
書
の
提
出
を
要
求
す
る
こ
と
が
、
公
務
秘
密
の
保
持
義
務
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
か
否
か
と
い

う
利
益
衡
量
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
際
に
は
、
文
書
全
体
の
提
出
よ
り
も
そ
う
し
た
文
書
に
含
ま
れ
る
情
報
の
内
容
の
方

を
重
視
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
公
務
員
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
治
安
記
録
（Sic

h
er
h
eitsa

kte

）
も
、
そ
の
性
質
上
秘
密
と
さ

れ
る
べ
き
も
の
に
当
た
る
。
試
験
に
関
す
る
記
録
は
、
秘
密
と
は
さ
れ
な
い
。
国
の
会
計
検
査
院
の
公
務
員
が
作
成
し
た
記
録
は
、

通
常
そ
の
性
質
上
秘
密
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
は
い
え
な
い
。
会
計
検
査
院
の
内
部
的
な
意
思
形
成
過
程
は
、
裁
判
官

の
合
議
の
場
合
と
は
違
っ
て
、
法
律
上
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
れ
と
異
な
る
上
級
行
政
裁
判
所

の
裁
判
例
が
あ
る
。）。

憲
法
擁
護
関
係
の
書
類
（Verfass

u
n
g
ssc

h
utza

kte

）
は
、
基
本
的
に
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
文
書
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

こ
う
し
た
文
書
は
、
そ
の
内
容
を
公
に
す
る
こ
と
が
将
来
の
憲
法
擁
護
庁
の
職
務
の
遂
行
お
よ
び
他
の
官
庁
と
の
連
携
を
困
難
な
ら

し
め
る
場
合
で
あ
り
か
つ
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
ま
た
は
、
人
の
生
命
、
健
康
も
し
く
は
自
由
を
危
険
に
陥
れ
る
場
合
で
あ
り
か
つ

そ
の
限
り
に
お
い
て
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
政
庁
の
事
後
の
業
務
を
侵
害
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す
る
場
合
、
例
え
ば
情
報
開
示
ま
た
は
記
録
提
出
に
よ
っ
て
隠
密
裏
と
さ
れ
て
い
る
業
務
の
協
力
者
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
ま
い
か

つ
こ
れ
に
よ
っ
て
危
険
を
生
じ
ま
た
は
少
な
く
と
も
将
来
に
お
い
て
も
は
や
再
任
不
可
能
に
な
る
と
い
う
具
体
的
な
危
険
が
十
分
に

存
す
る
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
は
、
通
常
、
連
邦
ま
た
は
州
の
安
全
に
対
す
る
不
利
益
が
存
す
る
場
合
の
一

つ
に
も
該
当
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
事
件
が
終
了
し
た
た
め
、
当
座
は
秘
密
措
置
を
必
要
と
し
た
が
、
も
は
や
必
要
で
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
利
益
状
況
が
存
す
る
と
き
は
、
文
書
の
提
出
や
情
報
の
提
供
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
刑
事
警
察
の
情
報
源
に
関

す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
防
犯
活
動
の
計
画
を
知
ら
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
、
捜
査
員
の
出
動
を
不
可
能
な
ら
し
め
ま

た
は
捜
査
員
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
に
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
存
す
る
と
い
え
る
。

原
子
力
発
電
所
と
い
っ
た
危
険
な
施
設
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
対
策
（Sa

b
ota

g
esic

h
er
h
eit

）
に
関
す
る
文
書
も
、
秘
密
保
持
の
必

要
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
市
民
の
内
心
に
関
わ
る
事
柄
、
例
え
ば
個
人
的
な
書
簡
も
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ

る
。
精
神
病
院
の
記
録
、
病
歴
を
記
載
し
た
書
類
、
親
展
扱
い
の
第
三
者
の
通
知
も
同
様
で
あ
る
。
鑑
定
人
の
公
的
な
選
任
お
よ
び

宣
誓
に
つ
い
て
、
権
限
を
有
す
る
行
政
庁
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
応
募
者
に
関
す
る
内
密
の
情
報
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
重
要

な
営
業
又
は
企
業
秘
密
も
ま
た
保
護
に
値
す
る
。
と
り
わ
け
、
信
用
性
、
原
価
計
算
、
収
益
、
顧
客
名
簿
、
仕
入
先
お
よ
び
市
場
戦

略
に
関
す
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
企
業
内
部
の
限
定
さ
れ
た
人
的
範
囲
で
の
み
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
特

に
競
争
相
手
と
い
っ
た
部
外
者
に
と
っ
て
利
益
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
保
護
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
（
な
お
、

K
o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

V
w
G
O15.

A
ufl.

§
9
9,

1
2

は
、
判
例
と
し
てN

V
w
Z2
00
6,

1
04
2

を
掲
記
し
て
い
る
。）。
査
証
（
ビ
ザ
）
お
よ
び

連
邦
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い
る
請
願
委
員
会
の
記
録
は
、
そ
の
性
質
上
秘
密
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
。

⑶

行
政
庁
の
基
本
的
対
応

以
上
の
よ
う
な
文
書
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
庁
は
、
基
本
的
に
開
示
す
る
方
向
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
す
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な
わ
ち
、
基
本
的
に
秘
密
と
さ
れ
る
べ
き
文
書
等
に
つ
い
て
、
行
政
庁
は
、
証
拠
方
法
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
妨
げ
る
事
情
を
取
り

除
い
て
、
対
抗
す
る
利
益
を
守
り
な
が
ら
証
拠
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
最
善
の
方
法
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
期
待
可
能
性
や
事
態
に
適

切
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
裁
判
所
に
よ
る
事
案
解
明
が
、
や
む
を
得
ず
妨
げ
ら

れ
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
相
当
性
あ
る
い
は
比
例
性
の
原
則
（G

r
u
n
dsatz

d
er

V
er
h
a
¨
ltnis

m
aß̈
ig

k
eit

）
を
貫
く
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
一
定
の
手
続
法
上
の
措
置
が
そ
う
し
た
利
益
の
た
め
に
十
分
で
あ
る
か
否
か
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な

わ
ち
、
裁
判
所
は
、
記
録
の
一
部
提
出
ま
た
は
要
約
文
も
し
く
は
写
し
の
提
出
な
ど
に
よ
る
情
報
の
提
供
が
可
能
か
否
か
に
つ
い
て

も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
に
よ
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
つ
い
て

は
、
本
案
の
裁
判
所
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
1
）E

ric
h
E
y
er

m
a
n
n/
L
u
d
w
ig

F
ro
¨

hler,
V
er

w
altu

n
g
s
g
eric

htsord
n
u
n
g,

K
o
m
m
e
ntar1

2.
A
ufl.(2

0
0
6),

§
9
9,

R
n.
2

ff.,
in
sb

R
n.4

ff.

こ
れ
ら
の
部
分
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
行
政
裁
判
所
長
で
あ
る
、
ハ
ラ
ル
ド
・
ガ
イ
ガ
ー
（H

arald
G
eig

er

）
が
執
筆

し
て
い
る
。

な
お
、
右
コ
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
い
て
は
、
記
述
中
に
多
数
の
判
例
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
煩
雑
か
つ
不
必
要
な

た
め
省
略
し
た
。

（
2
）

こ
れ
に
関
し
て
は
、
春
日
偉
知
郎

前
掲
論
文

民
事
証
拠
法
論

二
〇
八
頁
以
下
。

（
3
）

以
下
で

文
書
提
出

ま
た
は

文
書
の
提
出

と
い
う
場
合
は
、
原
則
と
し
て
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
に
あ
る

文
書
若

し
く
は
記
録
の
提
出
、
電
子
文
書
の
送
付
及
び
情
報
の
提
供

を
総
称
す
る
趣
旨
で
あ
る
。

（
4
）

前
掲
二
⑷
参
照
。

（
5
）E

y
er

m
a
n
n/
F
ro
¨

hler,
a.
a.
O.,

§
99.

R
n.
8

ff.

（
6
）E

y
er

m
a
n
n/
F
ro
¨

hler,
a.
a.
O.,

§
99.

R
n.
14.
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四

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
形
成
と
展
開
（
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
九
九
条
第
二
項
）

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
文
書
提
出
義
務
の
判
断
手
続
に
つ
い
て
は
九
九
条
二
項
が
詳
細
に
規
定
し
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
具
体

例
を
眺
め
た
上
で
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
創
設
の
経
緯
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
け
る
提
出
義
務
の
判
断
手
続
、
九
九
条
二
項
に
対

す
る
特
則
、
の
順
で
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

⑴

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
具
体
例

行
政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
具
体
例
と
そ
こ
で
の
問
題
を
素

描
し
て
お
こ
う
。

［
連
邦
行
政
裁
判
所
二
〇
〇
八
年
二
月
二
一
日
判
決
］
の
事
例

原
告
は
被
告
行
政
庁
に
対
し
て
、
本
案
訴
訟
に
お
い
て
二
〇
〇
一
年
一
二
月
一
四
日
に
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所
（
第
三
者
）
の
故
障
に

関
す
る
環
境
情
報
の
閲
覧
を
求
め
た
（
現
行
法
で
は
環
境
情
報
法
三
条
に
基
づ
く
環
境
情
報
閲
覧
請
求
権
が
根
拠
）。
し
か
し
、
管
轄
行
政

庁
は
、
当
時
の
環
境
情
報
法
に
よ
れ
ば
原
子
力
発
電
所
の
営
業
ま
た
は
企
業
秘
密
が
優
先
す
る
と
い
う
理
由
で
、
こ
の
環
境
情
報
の
一
部
の

提
出
を
拒
否
す
る
決
定
を
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
は
も
ち
ろ
ん
、
行
政
庁
に
よ
る
情
報
提
供
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
第
三
者
も
ま
た

不
服
で
あ
っ
た
。
他
方
、
被
告
は
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
二
文
の
類
推
適
用
を
主
張
し
た
た
め
、
原
告
は
同
法
九
九
条
二
項
に
よ
る
中

間
手
続
（
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
）
を
申
し
立
て
た
。

第
一
審
行
政
裁
判
所
は
、
申
立
て
の
あ
っ
た
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
実
施
せ
ず
に
、
二
〇
〇
五
年
六
月
九
日
に
、
原
告
の
情
報
請
求
権
は
認

め
ら
れ
な
い
と
し
た
上
で
訴
え
を
棄
却
し
た
。
控
訴
審
は
、
二
〇
〇
六
年
四
月
四
日
に
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
関
し
て
上
級
行
政
裁
判
所
の
専

門
部
（Fac

h
se

n
at

）
に
回
付
し
た
結
果
、
こ
の
専
門
部
は
、
情
報
の
一
部
の
提
出
拒
絶
を
違
法
で
あ
る
と
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
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提
出
拒
絶
に
つ
い
て
は
適
法
で
あ
る
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
原
告
も
第
三
者
も
抗
告
を
提
起
し
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
専

門
部
に
お
い
て
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
が
実
施
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は
別
に
係
属
し
て
い
た
本
件
訴
訟
に
つ
い
て
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
。

争
点
の
一
つ
と
し
て
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
め
ぐ
る
企
業
秘
密
の
保
護
と
開
示
義
務
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
、
判
決
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
環
境
情
報
を
含
む
記
録
で
あ
っ
て
、
基
本
法
上
秘
密
保
護
が
要
請
さ
れ
て
い
る
も
の
、
例
え
ば
営
業
秘
密
も
し

く
は
企
業
秘
密
ま
た
は
個
人
に
関
す
る
デ
ー
タ
等
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
原
告
お
よ
び
公
共
の
法
律
上
の
情
報
利
益
（gesetzlic

h
es

In‑
for

m
atio

n
sinteresse

）
が
私
人
の
秘
密
保
持
の
利
益
に
優
先
す
る
場
合
に
か
つ
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
そ
の
提
出
が
認
め
ら
れ
る
、
と
。

ま
た
、
こ
う
し
た
要
件
の
も
と
で
本
件
の
記
録
は
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
と
判
示
し
て
、
本
件
で
は
、
原
子
力
発
電
所
の
故
障
に
つ

い
て
の
原
子
力
監
督
局
（A

to
m
a
ufsic

htsb
e
h
o
¨
rd

e

）
の
報
告
書
の
提
出
を
認
め
た
。

右
の
判
決
は
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
が
規
定
す
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
い
て
、
行
政
庁
が
所
持
す
る
第
三
者
の
情
報
を

め
ぐ
っ
て
、
開
示
と
秘
匿
と
の
間
の
緊
張
関
係
が
先
鋭
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
余
り
あ
る
。
後
に
言
及
す
る
が
、
こ
れ
に
先
立

つ
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
三
月
一
四
日
決
定
│
後
掲
五
注（
3
））
に
お
い
て
も
、
同
様
に
、
イ
ン
カ

メ
ラ
手
続
に
お
け
る
企
業
秘
密
の
保
護
を
め
ぐ
っ
て
憲
法
異
議
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
わ
が
国
と
同
様

に
、
問
題
の
複
雑
性
と
多
様
性
と
が
交
錯
し
て
い
る
と
い
え
る
。

⑵

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
創
設

⒜

ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
創
設
は
、
以
下
で
紹
介
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
七
日
決
定
に

端
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
二
〇
〇
一
年
末
に
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
（
旧
）
が
先
に
掲
げ
た
よ
う
に
改
正
さ
れ
て
、

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
下
、
右
の
決
定
お
よ
び
行
政
裁
判
所
法
の
改
正
理
由
を
紹
介
し
、
そ
の
経
緯

を
眺
め
て
み
よ
う
。
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［
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
七
日
決
定
］

〔
事
件
の
概
要
〕

事
件
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
憲
法
擁
護
庁
が
、
公
安
審
査
に
お
い
て
、
申
立
人
が
連
邦
国
防
軍
関
連
の
機
密
事
項
に
ア
ク
セ
ス
す
る
権
限

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
疑
問
が
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
た
た
め
、
こ
の
者
の
再
雇
用
を
拒
否
し
た
こ
と
を
発
端
と
し
て
い
る
。
こ
れ

を
不
服
と
し
た
申
立
人
は
、
行
政
裁
判
所
に
対
し
て
、
憲
法
擁
護
庁
が
所
持
す
る
情
報
に
つ
い
て
情
報
請
求
権
を
行
使
す
る
訴
え
を
提
起
し

た
が
、
最
終
的
に
は
、
関
係
す
る
記
録
に
つ
い
て
提
出
拒
絶
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
の
裁
判
が
な
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
、
基
本

法
一
九
条
四
項
の
違
反
を
理
由
と
し
て
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
以
下
の
よ
う
な
判
断
を
下

し
、
立
法
者
に
対
し
て
、
行
政
裁
判
所
法
を
憲
法
に
即
応
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
二
文
（
旧
）
は
、
同
条
二
項
一
文
（
旧
）
と
関
連
し
て
お
り
、
実
効
的
な
権
利
保
護
を
保
障
す
る
た

め
に
行
政
過
程
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
の
提
出
を
排
除
し
て
い
る
限
り
に
お
い
て
、
基
本
法
一
九
条
四
項
と

整
合
性
を
保
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
行
政
裁
判
所
法
一
〇
〇
条
一
項
に
基
づ
く
手
続
関
係
者
の
記
録
閲
覧
権
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
基
本
法
一
九
条
四

項
が
要
請
し
て
い
る
実
効
的
な
権
利
保
護
が
可
能
と
な
る
場
合
に
は
じ
め
て
、
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
と
整
合
性
を
保
つ
こ
と
と
な
る
。

特
定
の
事
実
を
秘
匿
し
て
お
く
利
益
と
関
係
者
の
権
利
保
護
請
求
権
と
の
調
和
は
、
記
録
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
て
、
こ
の
裁
判
所
が
秘

密
保
持
義
務
を
負
っ
た
上
で
情
報
の
拒
絶
の
た
め
の
法
律
上
の
要
件
が
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
充
足
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
再
審
査
す
る

こ
と
を
介
し
て
も
た
ら
さ
れ
る
。
ま
た
、
秘
密
保
持
は
裁
判
所
だ
け
が
知
る
こ
と
（
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
│
引
用
者
）
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
権
利
保
護
を
求
め
る
者
自
身
は
、
情
報
の
拒
絶
が
個
々
に
ど
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
く
か
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
な
い
。
こ
う

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
記
録
提
出
の
拒
絶
の
疎
明
を
め
ぐ
る
中
間
手
続
も
不
要
と
な
る
。
ま
た
同
時
に
、
行
政
裁
判
所
法
一
〇
〇
条
に
基
づ

く
記
録
閲
覧
権
に
よ
り
行
政
庁
が
裁
判
所
に
対
し
て
記
録
提
出
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
本
案
の
裁
判
が
先
取
り
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
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い
う
批
判
も
解
消
さ
れ
る
。

こ
う
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
立
法
者
に
対
し
て
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
（
旧
）
を
基
本
法
一
九
条
四
項
と
調
和
す
る
よ
う

に
改
正
す
る
こ
と
を
命
じ
、
そ
の
期
限
を
二
〇
〇
一
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
は
、
他

の
事
項
（
主
と
し
て
上
訴
関
係
）
も
含
む
改
正
に
よ
っ
て
、
前
記
の
よ
う
な
内
容
の
規
定
と
な
っ
た
。

⒝

次
に
、
改
正
理
由
中
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
関
す
る
総
論
部
分
に
つ
い
て
も
簡
単
に
紹
介
を
し
て
お
こ
う
。

［
行
政
訴
訟
に
お
け
る
上
訴
法
の
改
正
の
た
め
の
法
律
草
案
］

草
案
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
（B
V
erf

G
E101,

106

│
引
用
者
）
に
関
係
す
る
事
例
に
関
し
て
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
、
す
な

わ
ち
、
秘
密
保
持
を
必
要
と
す
る
文
書
等
に
つ
い
て
は
裁
判
所
に
対
し
て
の
み
開
示
す
る
手
続
を
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。（
も
っ
と
も
、）

記
録
若
し
く
は
文
書
の
閲
覧
又
は
情
報
の
提
供
が
法
的
保
護
の
目
的
で
は
な
い
事
例
に
対
し
て
ま
で
こ
う
し
た
手
続
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、

法
的
審
問
の
原
則
（
基
本
法
一
〇
三
条
一
項
）
と
の
関
係
に
お
い
て
憲
法
上
の
疑
義
を
生
ず
る
。
手
続
法
上
の
解
決
策
（
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続

│
引
用
者
）
は
、
併
行
し
て
国
家
秘
密
の
保
護
の
必
要
性
を
十
分
に
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
草
案
は
、

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
上
級
行
政
裁
判
所
又
は
連
邦
行
政
裁
判
所
に
集
中
し
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
文
書
等
に
接
す
る
裁
判
官
を
で
き

る
だ
け
限
定
す
る
と
い
う
提
案
を
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
連
邦
を
相
手
方
と
す
る
手
続
で
あ
っ
て
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
の
あ
る
文
書
若

し
く
は
記
録
の
閲
覧
又
は
秘
密
保
持
の
必
要
性
の
あ
る
情
報
の
提
供
が
求
め
ら
れ
て
い
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
を
第
一
審

の
管
轄
裁
判
所
と
し
て
い
る
。

と
述
べ
て
い
る
。（
条
文
の
個
々
の
理
由
に
つ
い
て
は
省
略
）。

関
連
し
て
、
九
九
条
一
項
に
つ
い
て
、
重
要
と
考
え
ら
れ
る
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

連
邦
又
は
州
の
安
全
に
対
す

る
不
利
益
と
は
、
記
録
の
詳
細
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
連
邦
若
し
く
は
州
の
内
的
若
し
く
は
外
的
安
全
性
、
外
国
若
し
く
は
国
際
組
織
と

の
関
係
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
危
険
性
、
又
は
公
共
の
安
全
性
お
よ
び
秩
序
の
実
質
的
な
攪
乱
が
生
ず
る
場
合
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
通
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説
と
一
致
し
て
い
る
の
で
こ
れ
以
上
の
言
及
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
こ
で
の

連
邦
又
は
州
の
安
全

と
い
う
概
念
は
例
示
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
、
他
国
若
し
く
は
国
際
組
織
と
の
関
係
の
維
持
に
対
し
て
生
ず
る
可
能
性
の
あ
る
障
害
に
つ
い
て
も
、

先
ず
も
っ
て
、
特
別
な
専
門
知
識
や
外
務
職
員
の
第
一
次
的
な
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
。

基
本
法
が
規
定
し
て
い
る
法
的
審
問
請
求
権
と
の
関
係
で
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は
あ
く
ま
で
も
文
書
提
出
義
務
の
存
否
を
判
断
す

る
中
間
手
続
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
こ
の
点
は
後
に
個
別
立
法
に
よ
っ
て
部
分
的
に
修
正
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
後
述
⑷
参
照
）、

国
家
秘
密
の
保
持
の
必
要
性
と
い
う
観
点
か
ら
秘
密
保
持
の
必
要
な
文
書
に
接
す
る
裁
判
官
を
限
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
な

ど
の
指
摘
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑶

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
け
る
審
理
方
法

こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
コ
ッ
プ
・
シ
ェ
ン
ケ

行
政
裁
判
所
法
コ
メ
ン
タ
ー
ル

（
二
〇
〇
七
年
）
に
依
拠
し
て
、
重
要
部
分

を
か
い
つ
ま
ん
で
叙
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

⒜

本
案
の
裁
判
所
は
、
八
六
条
一
項
│
職
権
探
知
主
義
│
に
基
づ
い
て
事
実
関
係
を
探
知
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
が
、
九
九

条
一
項
二
文
に
よ
る
拒
絶
の
正
当
性
の
審
査
に
関
し
て
権
限
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
代
え
て
、
二
項
一
文
に
よ
り
、

す
べ
て
の
関
係
者
に
は
、
中
間
手
続
（
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
）
の
実
施
を
求
め
る
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
職
権
で
開
始
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
申
立
て
は
、
本
案
の
裁
判
所
に
対
し
て
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
案
の
裁
判
所
が
行
政
裁
判
所
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
申
立
て
に
つ
い
て
上
級
行
政
裁
判
所
が
裁
判
す
る
。

九
九
条
二
項
に
よ
る
申
立
て
は
、
裁
判
所
が
義
務
と
し
て
提
出
を
要
求
し
た
文
書
が
九
九
条
一
項
二
文
に
よ
り
提
出
を
拒
絶
さ
れ

た
場
合
に
は
じ
め
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
監
督
官
庁
が
適
切
な
期
間
内
に
提
出
す
る
と
の
判
断
を
し
な
か
っ
た
場
合
も
拒
絶
が
あ
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っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
九
九
条
一
項
二
文
の
拒
絶
事
由
の
い
ず
れ
か
一
つ
で
も
あ
れ
ば
、
九
九
条
二
項
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は

実
施
で
き
る
。
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
申
立
て
は
、
文
書
の
提
出
等
の
請
求
権
が
本
案
に
と
っ
て
意
味
を
も
つ
か
否
か
を
問
わ
ず
に
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
専
門
部
（F

ac
h
se

n
at

）
は
、
文
書
の
提
出
を
拒
絶
し
た
こ
と
の
適
法
性
に
関

し
て
の
み
な
ら
ず
文
書
を
開
示
せ
よ
と
の
命
令
に
つ
い
て
も
裁
判
す
べ
き
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
の
こ
の
よ
う

な
見
解
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
目
的
が
、
文
書
の
提
出
を
め
ぐ
る
中
間
手
続
に
お
い
て
文
書
の
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
者
を

専
門
部
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
正
当
な
秘
密
保
持
の
利
益
を
尊
重
す
る
と
い
う
点
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
反
映
し
た
結
果
で

あ
る
。
ま
た
、
自
分
の
企
業
秘
密
の
開
示
を
危
惧
す
る
手
続
関
係
人
が
、
開
示
に
踏
み
切
ろ
う
と
し
て
い
る
行
政
庁
の
判
断
に
対
抗

し
て
九
九
条
二
項
に
よ
る
法
的
救
済
を
求
め
る
場
合
、
こ
の
二
項
は
特
則
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
る
た
め
、
文
書
の
提
出
に
対

し
て
差
止
め
や
仮
処
分
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
有
効
な
法
的
救
済
の
た
め
に
は
、
手
続
関
係
人
で
あ
る
秘
密
保
持

者
に
と
っ
て
、
自
分
に
不
利
な
行
政
庁
の
判
断
に
即
し
て
文
書
が
直
ち
に
行
政
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
文
書

を
作
成
し
た
行
政
庁
は
こ
の
手
続
関
係
人
に
対
し
て
九
九
条
二
項
の
申
立
て
を
す
る
た
め
の
適
切
な
期
間
を
定
め
て
通
知
し
、
こ
の

期
間
が
経
過
し
た
後
に
は
じ
め
て
文
書
を
行
政
裁
判
所
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⒝

九
九
条
二
項
一
文
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
上
級
行
政
裁
判
所
が
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
が
、
二

項
二
文
に
よ
っ
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
二
つ
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
最
上
級
連
邦
官
庁
が
連

邦
の
安
全
に
不
利
益
を
も
た
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
拒
絶
す
る
場
合
で
あ
り
（
前
段
）、
例
え
ば
連
邦
憲
法
擁
護

庁
の
記
録
の
提
出
拒
絶
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
も
う
一
つ
は
、
五
〇
条
に
よ
っ
て
連
邦
行
政
裁
判
所
に
本
案
に
つ
い
て
第
一
審
の

管
轄
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
り
（
後
段
）、
特
に
連
邦
情
報
収
集
局
に
お
け
る
業
務
関
連
の
訴
訟
（
同
条
一
項
四
号
）
な
ど

が
そ
の
例
で
あ
る

）
。
も
っ
と
も
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
申
立
て
は
、
二
項
三
文
に
よ
り
、
本
案
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁

判
所
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
の
内
部
に
お
い
て
は
、
一
八
九
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条
に
基
づ
い
て
九
九
条
二
項
に
よ
る
裁
判
の
た
め
に
構
成
さ
れ
た
専
門
部
（Fac
h
se

n
at

）
が
管
轄
権
を
有
す
る

）
。

⒞

最
上
級
監
督
官
庁
は
、
二
項
五
文
に
よ
り
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
管
轄
す
る
専
門
部
に
対
し
て
、
一
項
二
文
に
よ
り
拒
絶
し
た

文
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
別
に
秘
密
保
持
の
必
要
が
あ
る
文
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
二
項
八
文
に
従
い
、
最
上
級

監
督
官
庁
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た
場
所
に
お
い
て
裁
判
所
に
そ
の
文
書
を
委
ね
る
（
寄
託
す
る
）
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

最
上
級
監
督
官
庁
は
、
二
項
六
文
に
従
い
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
参
加
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
証
言
拒
絶
権
（
民
訴
三
八
七
条
、

行
政
裁
判
所
法
九
八
条
）
を
め
ぐ
る
中
間
の
争
い
に
お
け
る
証
人
と
同
様
の
意
味
に
お
い
て
、
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は
、
二
項
九
文
か
ら
一
一
文
ま
で
の
規
定
に
し
た
が
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
本
案
の
手
続
関
係
者
は
、
基
本
法
一

〇
三
条
一
項
に
よ
り
、
こ
の
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
い
て
も
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
蓋
し
、
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
文
書
の
内
容
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
一

〇
〇
条
に
よ
る
関
係
者
の
記
録
閲
覧
権
は
、
二
項
九
文
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
項
一
〇
文
前
段
に
よ
り
、
裁
判
所

の
構
成
員
は
、
秘
密
保
持
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
裁
判
の
理
由
に
つ
い
て
も
、
同
後
段
に
よ
り
、
秘
密
保
持
の
文
書
の
種
類
や
内
容

を
知
り
う
る
も
の
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
（
も
っ
と
も
、
一
二
二
条
二
項
の
理
由
記
載
義
務
は
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
こ
な
わ
れ
な
い
）。
裁
判

官
以
外
の
者
に
つ
い
て
は
、
二
項
一
一
文
に
よ
り
、
人
的
秘
密
保
護
の
規
律
に
よ
る
（
具
体
的
に
は
、
連
邦
お
よ
び
州
の
治
安
審
査
法

（S
Ü
G

）
四
条
に
よ
る
四
段
階
の
区
別
に
よ
る
）。
訴
訟
の
相
手
方
の
書
面
は
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
け
る
秘
密
保
持
に
服
さ
な
い

）
。

⒟

二
項
に
よ
る
手
続
は
、
一
項
二
文
の
理
由
に
基
づ
く
行
政
庁
に
よ
る
提
出
拒
絶
が
正
当
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
に
つ
い
て
の

み
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
項
に
よ
る
手
続
は
、
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
と
っ
て
文
書
が
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
裁

判
所
の
判
断
に
つ
い
て
は
適
用
又
は
類
推
適
用
さ
れ
な
い
。
専
門
部
は
、
九
九
条
二
項
に
従
い
、
同
条
一
項
二
文
に
関
す
る
判
断
が
、

九
九
条
一
項
二
文
に
掲
げ
る
提
出
拒
絶
に
つ
い
て
の
要
件
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
、
ま
た
は
、
確
か
に
そ
の
要
件
は
存
在
し
た
が

監
督
官
庁
の
判
断
に
裁
量
の
逸
脱
が
あ
っ
た
、
と
い
う
理
由
に
基
づ
い
て
瑕
疵
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
だ
け
判
断
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し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
提
出
拒
絶
が
秘
密
保
持
を
理
由
と
し
て
正
当
化
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
裁
判
に
お
け
る
実

効
的
な
権
利
保
護
と
い
う
憲
法
上
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
厳
格
な
基
準
に
従
っ
て
解
釈
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

提
出
さ
れ
て
い
な
い
文
書
の
内
容
が
本
案
の
裁
判
所
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
に
と
っ
て
法
的
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
問

題
は
、
九
九
条
二
項
に
従
い
専
門
部
に
よ
っ
て
再
審
査
の
対
象
と
な
る
九
九
条
一
項
二
文
に
よ
る
提
出
拒
絶
の
要
件
に
は
属
し
な
い
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
本
案
の
裁
判
所
が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
専
門
部
は
、
裁
判
に
重
要
な
事
実
関
係
が
、

他
に
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
っ
て
適
切
な
証
拠
方
法
に
よ
っ
て
解
明
可
能
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
手
続
法
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
審
査

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
専
門
部
が
、
事
実
関
係
の
解
明
の
た
め
に
別
な
方
法
が
存
し
て
お
り
、
こ
れ
が
秘
密
保
護
を
侵

害
し
な
い
も
の
で
あ
る
又
は
侵
害
の
程
度
が
よ
り
少
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
心
証
を
い
だ
い
た
と
き
は
、
秘
密
保
持
の
利
益
が
優
先

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
文
書
の
内
容
の
一
部
提
出
ま
た
は
不
要
部
分
を
墨
塗
り
す
る
こ
と
が
事
実
関
係
の
解
明
の
た
め
に
な

る
場
合
も
あ
る
。
電
子
文
書
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

九
九
条
一
項
二
文
の
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
場
合
、
専
門
部
は
、
監
督
官
庁
の
裁
量
的
判
断
に
対
し
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
の

み
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
最
上
級
監
督
官
庁
が
事
実
的
基
礎
を
完
全
に
評
価
し
、
か
つ
、
正
し
く
見
積
も
っ
た
か

否
か
、
同
条
項
の
要
件
の
枠
内
で
正
し
い
評
価
お
よ
び
予
測
が
行
わ
れ
、
か
つ
、
一
方
で
記
録
提
出
に
関
す
る
対
抗
す
る
利
益
を
、

ま
た
他
方
で
秘
密
保
持
に
関
す
る
利
益
を
適
切
に
考
量
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
の
み
審
査
す
る
こ
と
が
で
き
る

）
。
も
っ
と
も
、
最
上

級
監
督
官
庁
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
基
づ
い
て
個
々
の
点
で
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
と
み
な
し
た
記
録
に
つ
い
て
、
行
政
裁

判
所
に
提
出
す
る
こ
と
に
反
対
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
場
合
に
は
、
何
故
に
裁
判
所
に
よ
る
包
括
的
な
事
実
関
係
の
探
知
や
実
効

的
な
権
利
保
護
の
利
益
よ
り
も
秘
密
保
持
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
う
し
た
記
録
の
個
々
の
構
成
部

分
ご
と
に
そ
の
裁
量
的
考
量
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

⒠

九
九
条
一
項
二
文
の
要
件
が
存
在
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
記
録
提
出
の
利
益
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
職
権
探
知
主
義
の
支
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配
す
る
行
政
訴
訟
手
続
に
お
い
て
関
係
す
る
第
三
書
の
営
業
秘
密
が
含
ま
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
記
録
提
出
が
要
請
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。
そ
う
し
な
い
と
、
憲
法
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
て
い
る
実
効
的
な
権
利
保
護
が
制
約
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
場
合
に
お
け
る
行
政
庁
の
裁
量
の
縮
小
は
、
秘
密
保
持
の
必
要
性
が
あ
る
事
実
を
利
用
で
き
な
い
た
め
に
本
案
に
関
し
て

権
利
保
護
を
求
め
て
い
る
者
に
対
し
て
証
明
責
任
の
原
則
に
従
っ
て
不
利
な
裁
判
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
特
に
問
題
と
な

る
。
ま
た
、
仮
に
証
明
責
任
を
転
換
し
た
と
し
て
も
、
裁
判
に
と
っ
て
重
要
な
営
業
秘
密
が
開
示
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
権
利
関
係

の
解
明
が
で
き
ず
、
権
利
保
護
の
固
有
の
目
的
が
そ
こ
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

）
。

拒
絶
の
正
当
性
に
関
す
る
決
定
が
上
級
行
政
裁
判
所
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
、
九
九
条
二
項
一
二
文
お
よ
び
一
五
二
条
に
従
い
、

抗
告
に
よ
っ
て
不
服
申
立
て
が
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
同
条
二
項
一
三
文
に
よ
り
連
邦
行
政
裁
判
所
が
裁
判
す
る
。

⑷

電
気
通
信
法
（T

ele
k
o
m
m
u
nik

atio
nsg

esetz

）
（
二
〇
〇
四
年
）
及
び
ス
タ
ー
ジ
記
録
法
（Stasi‐

U
nterla

g
e
n‐

G
esetz

）
（
一
九
九
一
年
・
二
〇
〇
九
年
最
終
改
正
）
に
お
け
る
特
則

）

⒜

以
上
が
ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
で
あ
る
が
、
な
お
、
特
則
が
存
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
す
な
わ
ち
、
電
気
通
信
法
の
領
域
で
は
、
同
法
一
三
八
条
が
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
と
は
一
部
で

異
な
る
特
則
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
一
項
二
文
に
よ
っ
て
、
連
邦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
が
最
上
級
監
督
官
庁
に
代
わ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
案
の
裁
判
所
が
、
同
条
二
項
一
文
に
従
い
関
係
者
の
申
立
て
に
基
づ
い
て
記
録
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
、
そ
れ
と
も
提
出
し
て
は
な
ら
な
い
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
営
業
ま
た
は
企
業
秘
密
が
関
係
す
る
文

書
等
の
提
出
義
務
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
①
裁
判
上
重
要
で
あ
っ
て
、
②
事
実
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
他
の
可
能
性
が
な
く
、
か
つ
、

③
相
互
に
対
抗
す
る
利
益
を
考
慮
し
た
上
で
秘
密
保
持
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
が
相
当
で
は
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
場
合
に

は
、
記
録
の
提
出
を
命
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
（
二
項
二
文
）。
こ
の
点
は
特
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
イ
ン
カ
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メ
ラ
手
続
の
実
施
の
申
立
て
に
は
期
間
の
拘
束
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
判
所
が
連
邦
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
庁
に
よ
る
記
録
の
提
出
に
関

す
る
判
断
を
関
係
人
に
通
知
し
た
後
一
ヶ
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
三
項
一
文
）。
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
つ
い
て
は
、
記

録
は
裁
判
所
に
対
し
て
そ
の
命
令
に
基
づ
い
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関
係
人
に
は
閲
覧
権
は
な
い
。
裁
判
所
の
構
成
員
は
、

秘
密
保
持
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。
以
上
で
あ
る
。

イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
本
案
の
裁
判
所
が
実
施
す
る
と
の
点
に
つ
い
て
、
立
法
理
由
は
、
法
的
に
複
雑
な
訴
訟
資
料
に
専
門
部
が
コ

ス
ト
を
か
け
て
携
わ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
に
お
い
て
明
確
で
は
な
か

っ
た
問
題
、
す
な
わ
ち
、
行
政
手
続
に
お
い
て
第
三
者
が
提
出
し
た
資
料
を
行
政
庁
が
提
出
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
、
第
三
者
が
秘

密
保
持
を
理
由
と
し
て
こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
を
明
確
に
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
二
項
二
文
に
お
い
て
提
出
義
務
を

判
断
す
る
際
の
前
記
三
つ
の
考
慮
要
素
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
が
特
徴
で
あ
る

）
。

⒝

ま
た
、
ス
タ
ー
ジ
記
録
法
（Stasi‐
U
nterla

g
e
n
G
esetz

）
で
は
、
こ
の
記
録
の
特
殊
性
を
反
映
し
た
特
則
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
庁
か
ら
の
記
録
提
出
の
嘱
託
に
対
し
て
、
連
邦
委
員
会
（B

u
n
d
esb

ea
uftra

gte

）
が
し
た
拒
否
に
対
し

て
、
上
級
行
政
裁
判
所
へ
法
的
救
済
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
上
級
裁
判
所
は
、
任
意
的
口
頭
弁
論
を
経
た
後
に
、

連
邦
委
員
会
が
し
た
提
出
拒
否
の
判
断
の
適
法
性
に
関
し
て
決
定
で
裁
判
す
る
が
、
こ
の
裁
判
に
対
し
て
は
不
服
申
立
て
が
で
き
な

い
。
記
録
が
提
出
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
長
は
、
三
一
条
二
項
に
よ
り
、
特
別
の
理
由
に
基
づ
い
て
関
係
者
の
閲
覧
等
を
制
限
し
ま
た

は
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
決
定
で
裁
判
す
る
。
裁
判
所
が
記
録
提
出
を
義
務
づ
け
た
と
き
は
、
そ
の
決
定
に

対
し
て
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
。

（
1
）B

V
er

w
G
E1
3
0,

2
36.

（
2
）

改
正
前
の
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
に
つ
い
て
は
、
春
日
偉
知
郎

前
掲
論
文

民
事
証
拠
法
論

二
〇
五
頁
以
下
参
照
。
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（
3
）B

V
erf

G
E1
01,

1
0
6
=

N
J
W2
0
0
0,

1
1
75.

（
4
）

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
第
一
九
条
〔
基
本
権
の
制
限
、
法
人
の
基
本
権
、
出
訴
権
の
保
障
〕

①
～
③

省
略

④

何
人
も
、
公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
出
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
に
管
轄
が
定
め
ら
れ
て
い

な
い
限
り
に
お
い
て
、
通
常
裁
判
所
に
出
訴
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
〇
条
第
二
項
第
二
文
は
、
こ
れ
と
抵
触
し
な
い
。

高
橋
和
之
編

［
新
版
］
世
界
憲
法
集

（
二
〇
〇
七
年
・
岩
波
書
店
）（
石
川
健
治
訳
）
一
八
〇
頁
に
よ
る
。

（
5
）E

nt
w
u
rf

ein
es

G
esetzes

z
u
r
B
ereinig

u
n
g
d
es

R
ec

hts
m
ittelrec

hts
i
m

V
er

w
altu

n
g
sprozess(

R
m
B
erein

V
p
G),

B
u
n
d
esta

g
s
D
r
u
c
k
sac

h
e1
4/6

39
3
(2
2.

0
6.

2
00
1),

Z
u
N
u
m
m
er7

(§
99).

立
法
の
詳
細
に
つ
い
て
、V

gl.
B
e
ate

K
ie
n
e
m
u
n
d,

D
as

G
esetz

z
u
r
B
ereinig

u
n
g
d
es

R
ec

hts
m
ittelrec

hts
i
m

V
er‑

w
altu

n
g
sprozess

N
J
W2
0
02,

1
23
1

ff.

（
6
）

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
第
一
〇
三
条
〔
法
的
聴
聞
〕

①

裁
判
所
の
前
で
は
、
何
人
も
、
法
的
聴
聞
を
請
求
す
る
権
利
を
有
す
る
。

②
③

省
略

前
掲

［
新
版
］
世
界
憲
法
集

二
三
九
頁
に
よ
る
。

（
7
）F

erdin
a
n
d
O.

K
o
p
p/

W
olf‐

R
u
¨

dig
er

S
c
h
e
n
k
e,

V
er

w
altu

n
g
s
g
eric

htsord
n
u
n
g,

K
o
m
m
e
ntar1

5.
A
ufl.(2

00
7)

§

99,
R
n.
18

ff.

（
8
）

連
邦
行
政
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
八
月
一
五
日
決
定
（N

V
w
Z20

0
4,

1
0
5

）。

（
9
）K

o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

a.
a.
O.,

§
9
9.

R
n.
1
8.

（
10
）

ド
イ
ツ
行
政
裁
判
所
法
第
五
〇
条
［
連
邦
行
政
裁
判
所
の
第
一
審
事
物
管
轄
］

①

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
第
一
審
か
つ
終
審
と
し
て
以
下
の
事
件
の
裁
判
を
す
る
。

一
～
三

省
略

四

連
邦
情
報
収
集
局
の
業
務
領
域
に
お
け
る
記
録
が
基
と
な
っ
て
い
る
訴
え

（
11
）K

o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

a.
a.
O.,

§
9
9.

R
n.
1
9.
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（
12
）K

o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

a.
a.
O.,

§
9
9.

R
n.
2
0.

（
13
）

連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
三
日
決
定
（B

V
erf

G
E1
0
1,

12
5
=

N
J
W2
00
0,

11
7
5

）。

（
14
）K

o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

a.
a.
O.,

§
9
9.

R
n.
2
1.

（
15
）

連
邦
行
政
裁
判
所
二
〇
〇
三
年
八
月
一
五
日
決
定
（B

V
er

w
G
E11

8,
3
5
2

=
N
V
w
Z2
00
4,

7
46

）（
前
掲
同
日
決
定
と
は
別
の

決
定
）。K

o
p
p/
S
c
h
e
n
k
e,

a.
a.
O.,

§
9
9.

R
n.
2
2.

（
16
）E

y
er

m
a
n
n/
F
ro
¨

hler,
V
er

w
altu

n
g
s
g
eric

htsord
n
u
n
g1
2.

A
ufl.(2

00
6),

§
9
9

N
r.
2
3

u2
4.

（
17
）B

u
n
d
esta

g
s
D
r
u
c
k
sac

h
e1
5/23

1
6
(09.

0
1.

2
0
04),

S.
1
02

Z
u§

1
3
6.

V
gl.

A
n
n
a
O
hle

n
b
u
r
g,

G
e
h
ei
m
nissc

h
utz

i
m

V
er

w
altu

n
g
sprozess‐

D
ie

M
o
difik

atio
n
d
es§

99
Ⅱ

V
w
G
O
in§

1
38

T
K
G,

N
V
w
Z20

05,
1
5
ff.

五

む
す
び
に
代
え
て

⑴

こ
れ
ま
で
眺
め
て
き
た
こ
と
か
ら
、
行
政
庁
が
所
持
す
る
第
三
者
の
提
供
し
た
文
書
や
情
報
を
め
ぐ
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は

│
│
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
行
政
裁
判
所
法
に
限
ら
れ
て
い
る
が
│
│
、
多
様
か
つ
複
雑
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
つ
い
て
い
く
つ
か
気
の
付
い
た
点
を
指
摘
し
て
、
彼
我
の

対
比
の
な
か
で
今
後
の
課
題
を
探
っ
て
み
た
い
。

ま
ず
、
縷
々
述
べ
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
民
事
訴
訟
に
お
い
て
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は
存
し
な
い
け
れ
ど
も
、
他
方
で
、
民
事
訴
訟

に
お
け
る
証
拠
開
示
の
範
囲
の
拡
大
あ
る
い
は
一
般
義
務
化
の
主
張
と
相
俟
っ
て
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
の
導
入
を
推
し
進
め
よ
う
と

す
る
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
証
拠
開
示
の
範
囲
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
こ
れ
に
比
例
し
て
秘
密
保
護
の
必
要
性

も
増
す
た
め
、
そ
の
手
段
と
し
て
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
と
り
わ
け
、

知

的
財
産
権
の
権
利
行
使
の
た
め
の

E
U

指
令

（
二
〇
〇
四
年
）
の
国
内
法
化
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
ド
イ
ツ
特
許
法
一
四
〇
条

b
以
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下
の
情
報
請
求
権
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
し
え
な
い
。
こ
の
点
は
、
特
許
法
等
に
お
い
て
秘
密
保
護
手

続
（
秘
密
保
持
命
令
や
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
）
を
設
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
る
わ
が
国
の
方
が
先
行
し
て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
今

後
の
推
移
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
個
別
的
な
点
と
し
て
、
文
書
の
提
出
拒
絶
の
事
由
（
九
九
条
一
項
二
文
）
の
存
否
に
つ
い
て
利
益
衡
量
に
基
づ
く
判
断
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
（
特
に
、
四
の
⑶
⒟
注
（
13
）
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定
お
よ
び
⑷
⒜
の
電
気
通
信
法
一
三

八
条
二
項
二
文
を
参
照
。）。
ま
た
、
わ
が
国
で
は
あ
ま
り
意
識
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
も
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は
あ

く
ま
で
も
行
政
庁
に
よ
る
文
書
開
示
の
拒
絶
の
正
当
性
を
判
断
す
る
中
間
手
続
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
他
方
で
本
案
の
裁

判
所
が
イ
ン
カ
メ
ラ
を
実
施
す
る
こ
と
を
個
別
立
法
に
お
い
て
規
定
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
（
い
ず
れ
の
点
も
前

掲
の
電
気
通
信
法
一
三
八
条
参
照
）。
対
応
の
柔
軟
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
カ
メ
ラ
を
実
施
す
る
裁
判
官
を

上
級
行
政
裁
判
所
以
上
の
裁
判
官
に
限
定
し
て
お
り
、
秘
密
漏
洩
の
予
防
を
徹
底
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
今
ま
で
触
れ
な
か
っ
た
が
、
提
出
拒
絶
事
由
を
め
ぐ
っ
て
、
わ
が
国
で
は
、
提
出
を
求
め
る
者
が
拒
絶
事
由
の
不
存
在
に

つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
判
例
や
学
説
に
お
い
て
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
積
極
的
な
記

述
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
行
政
裁
判
所
法
九
九
条
一
項
二
文
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
行
政
庁
が
提
出
の
拒
絶
を
正
当
化
す

る
事
由
を
証
明
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
九
九
条
一
項
の
趣
旨
、
前
掲
の
電
気
通
信
法
一
三
八
条
二
項
二
文
、

お
よ
び
、
営
業
ま
た
は
企
業
秘
密
の
開
示
に
よ
っ
て
、
こ
の
保
護
を
保
障
し
て
い
る
職
業
の
自
由
（
基
本
法
一
二
条
一
項
）
が
侵
害

さ
れ
る
と
し
て
憲
法
異
議
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
事
例
に
お
け
る
憲
法
裁
判
所
の
判
断
な
ど
か
ら
す
る
と
、
提
出
拒
絶
の
正
当
性
は

法
的
評
価
の
問
題
で
あ
っ
て
、
当
事
者
の
双
方
が
そ
れ
ぞ
れ
提
出
・
不
提
出
を
正
当
化
す
る
事
由
を
証
明
し
た
上
で
、
こ
れ
に
基
づ

い
て
裁
判
所
が
正
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
と
理
解
す
る
方
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。

⑵

こ
う
し
て
眺
め
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
の
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
は
、
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
イ
ン
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カ
メ
ラ
手
続
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
て
、
今
後
は
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
多
数
の
判
例
の
詳
細
な
検
討
を
踏
ま
え
て
比
較

法
的
な
考
察
を
試
み
る
必
要
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
よ
り
視
野
を
拡
げ
て
、

情
報
自
由
法
（Infor

m
a‑

tio
n
sfreih

eits
g
esetz

）

│
│
二
〇
〇
六
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
。
わ
が
国
の
情
報
公
開
法
に
相
当
│
│
と
の
関
連
性
を
踏
ま
え

た
検
討
の
余
地
も
十
分
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
、
そ
の
た
め
の
準
備
作
業
で
あ
っ
て
、
今
後
の
検
討
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ

つ
、
筆
を
擱
く
。

（
1
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
春
日
偉
知
郎

特
許
侵
害
訴
訟
に
お
け
る
損
害
額
の
認
定
【
補
論
】

民
事
証
拠
法
論

二
七
七
頁
以
下
参
照
。

（
2
）A

strid
Sta

dler,
W
as

drei
w
isse

n,
d
as

erfa
h
re

n
h
u
n
d
ert"

－
A
u
s
k
u
nftspflic

hte
n
u
n
d
g
e
h
ei
m
nissc

h
utz

i
m

Zivilprozess
n
ac

h
U
m
setz

u
n
g

d
er

R
ic
htlinie

z
u
r

D
u
rc
h
setz

u
n
g

d
er

R
ec

hte
d
es

g
eistig

e
n

Eig
e
ntu

m
s,

F
estsc

h
rift

fu
¨

r
D
ieter

L
eip

old(2
0
0
9),

S.
20
1

ff.,
in
sb

S.
2
08

ff.

（
3
）

［
連
邦
憲
法
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
三
月
一
四
日
決
定
］（B

V
erf

G
E1
15,

2
0
5
=

N
V
w
Z2
0
06,

1
04
1

）
の
事
例

本
案
は
、
ド
イ
ツ
テ
レ
コ
ム
株
式
会
社
が
開
設
し
て
い
る
テ
レ
コ
ム
・
ネ
ッ
ト
の
接
続
料
金
に
関
す
る
行
政
庁
の
決
定
に
対
し
て
競
争

企
業
七
社
か
ら
提
起
さ
れ
た
取
消
訴
訟
で
あ
る
。
問
題
の
文
書
は
、
設
定
料
金
の
認
可
手
続
に
お
い
て
テ
レ
コ
ム
が
行
政
庁
に
提
出
し
た

文
書
で
あ
っ
て
、
秘
密
保
持
の
下
で
テ
レ
コ
ム
に
提
供
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
取
消
訴
訟
の
中
間
手
続
（
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
）
に

お
い
て
、
行
政
裁
判
所
は
、
行
政
庁
に
対
し
て
申
立
人
（
原
告
）
の
た
め
に
行
政
庁
が
所
持
し
て
い
る
こ
の
文
書
の
開
示
を
命
じ
た
（
二

〇
〇
三
年
八
月
一
四
日
お
よ
び
一
五
日
の
決
定
な
ど
多
数
の
決
定
が
あ
る
）。
そ
の
際
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
テ

レ
コ
ム
の
営
業
ま
た
は
企
業
秘
密
を
開
示
し
た
と
し
て
も
、
継
続
す
る
ま
た
は
現
に
存
す
る
差
し
迫
っ
た
不
利
益
は
な
い
と
判
断
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
テ
レ
コ
ム
側
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
開
示
命
令
は
基
本
法
一
二
条
一
項
（
職
業
の
自
由
）
│
│
営
業
ま
た
は
企
業
秘

密
も
保
護
の
対
象
と
し
て
い
る
│
│
に
違
反
す
る
と
主
張
し
て
、
本
件
憲
法
異
議
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁

判
所
は
、
こ
の
異
議
を
認
め
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
決
定
を
破
棄
し
て
差
し
戻
し
た
。

そ
の
な
か
で
本
決
定
は
、
裁
判
所
に
記
録
の
全
部
を
包
括
的
か
つ
遮
蔽
な
く
開
示
す
る
義
務
に
よ
っ
て
、
本
案
に
関
与
す
る
競
争
企
業

が
テ
レ
コ
ム
の
営
業
お
よ
び
企
業
秘
密
を
知
り
う
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
テ
レ
コ
ム
の
基
本
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
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こ
れ
に
つ
い
て
、
法
律
中
に
開
示
に
よ
る
効
果
的
な
権
利
保
護
か
秘
密
保
護
の
利
益
の
優
先
か
を
め
ぐ
る
適
切
な
考
慮
を
行
う
た
め
の
措

置
（
本
案
裁
判
所
に
お
け
る
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
│
引
用
者
）
は
存
せ
ず
、
ま
た
、
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
に
お
け
る
連
邦
行
政
裁
判
所
の
次
の

よ
う
な
判
断
も
誤
り
で
あ
る
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
庁
に
よ
る
接
続
料
の
確
定
を
裁
判
所
が
審
査
す
る
こ
と
は
、
関
係
者
の
み
な
ら

ず
公
共
の
利
益
に
も
適
う
か
ら
、
記
録
す
べ
て
の
提
出
が
原
則
で
あ
っ
て
、
秘
密
保
護
を
理
由
と
す
る
拒
絶
は
例
外
で
あ
り
、
市
場
を
支

配
し
て
い
る
企
業
の
た
め
に
継
続
的
ま
た
は
差
し
迫
っ
た
不
利
益
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
の
み
原
則
的
な
開
示
か
ら
の
例

外
が
認
め
ら
れ
る
、
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
。

ち
な
み
に
、
本
件
当
時
は
、
本
案
の
裁
判
所
が
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
を
実
施
す
る
こ
と
に
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
少
数
意
見
は
そ

う
す
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
。
そ
の
後
の
電
気
通
信
法
の
改
正
（
二
〇
〇
四
年
）
に
よ
り
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
行

政
裁
判
所
法
九
九
条
二
項
の
特
則
が
設
け
ら
れ
て
、
本
件
の
決
定
が
言
い
渡
さ
れ
る
前
に
少
数
意
見
の
考
え
方
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
点

に
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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